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岡
県
「
内
申
裁
判
」
最
高
戯
判
決

に
つ
い
て

：
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

カ
ッ
ト

内
部

敬
生

教
育
助
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疇
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四

ー
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お
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t
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原
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会
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外
国
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敦
育
改
革
の
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者
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安
原

義
仁
／
金
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中
嶋
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・
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叙
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ソ
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．
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時
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長
）
か
殷
置
し
た
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ソ
ク
ー1

（
仮
称
）
に
閲
す
｝
心
雙
査
会
議
（
座
長
。
上
山
春

平
京
都
国
立
博
物
飽
長
）
に
お
い
て
検
討
が
進
め

w

い
と
い
う
非
鯉
を
打
破
す
る
べ
<
r
世
界
に
対
す

一
る
日
本
文
化
の
可
視
性
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば

＂
，
な
ら
な
い
。

一
~
日
本
と
世
界
各
同
と
の
関
保
は
、
彼
我
の
屡
史

一
的
関
係
の
深
浅
ば
か
り
で
な
＼
各
国
の
危
っ
固

一
有
の
文
化
、
靡
史
な
と
霰
雑
な
要
因
に
よ
っ
て
微

~
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う

＂
な
状
況
へ
の
対
応
は

r

学
術
的
研
究
の
成
果
に
支

一
一
え
ら
れ

r

異
な
る
文
化
的
、
歴
史
的
背
景
を
危
つ

3

世
界
の
各
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
ご
き
め
細

~
か
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

一
こ
う
し
た
要
請
に
応
え
る
た
め
に
は
、
今
体
に
よ

一
り
ぶ
ま
ず

r

国
際
的
祝
野
を
も
っ
た
内
外
の
日
本

~
文
化
研
究
者
を
結
集
し

r

従
来
の
枠
組
み
に
と
ら

＂
わ
れ
る
こ
と
な
＇
，
＼
清
新
な
祝
角
に
立
っ
た
共
同

一ー
研
究
を
行
尺
そ
の
研
究
成
果
を
他
雰
に
向
か
っ

＂
て
提
供
し
ご
日
本
の
国
際
的
理
解
を
深
め
る
努

一~力
か
必
要
で
あ
る
。

｛
翻
っ
て
、
我
か
国
の
現
状
を
見
る
に

r

日
本
文

と
化
の
諸
用
に
つ
い
て
、
各
専
門
分
野
の
研
究
は
古

く
か
ら
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
f
世
界

まの省
に
お
け
る
研
究
の
動
向
は
古
腹
や
伝
統
文
化
を

部
中
心
と
す
る
研
究
の
み
に
と
ど
ま
ら
す
、
現
代
的

文
な
諸
課
題
を
危
包
括
す
る
も
の
へ
と
転
換
し
て
き

究
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
構
想
に
つ
い
て
は
f
昨

日
本
文
化
に
関
す
る
総
合
的
研
究
と
海
外
へ
の

構
想
に

し＼＄

概
要

5
 

(6) (5) 

国
際
日
本
文

研
究
セ
ン

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
形
成
の
促
進

教
育
訓
練
等

仕
組
み

学
術
情
報
ジ
ス
テ
ム
は
、
人
文
、
社
会
p
自

然
科
学
の
全
分
野
の
学
術
情
報
を
対
象
と
し
、

全
国
の
国
公
私
立
大
学
の
参
加
の
下
に
r

学
術

情
報
七
ン
翌
ー
を
中
心
に
f
大
学
の
大
翌
計
算

機
セ
ン
・
ダ
ー
f
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
f
一
凹
書

館
r

国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
等
を
コ
ン
ビ
ュ

（
仮
称
）

（
学
術
国
際
局
学
術
情
報
課

ー
タ
と
デ
｀
ー
タ
通
信
網
で
結
合
し
f
大
学
等
の

研
究
者
が
必
要
と
す
る
学
術
情
報
を
迅
遼
：
的

確
に
提
供
す
る

4

：
全
国
的
、
総
合
的
な
情
報
流

還
ジ
一
〈
テ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
ば
ま
た
、
大
学
外

の
民
間
や
詰
外
団
の
情
報
シ
ス
テ
ム
と
も
＂
シ

ク
し
て
、
大
学
外
の
研
究
者
へ
の
情
報
提
供
恣

可
能
と
す
る
忠
の
で
あ
る
。
（
仕
組
み
図
参
照
）

（
報
告
）

ら
且
昨
平
八
月
末
に
は
中
閏
報
告
が
ま
と
め
ら

れ
た
。そ

の
後
、
内
外
の
関
係
模
閏
・
研
究
者
か
ら
寄

苦
ら
れ
た
意
見
等
を
踏
ま
え
て
同
詞
査
会
醗
に
お

い
て
更
に
検
討
さ
れ
て
い
た
が

r

こ
の
ほ
ど
そ
の

最
終
報
告
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
f
文
部
省
に
報
告

さ
れ
た
。

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
日
本
文
化
の

全
体
像
を
総
合
的
に
と
ら
え
、
そ
れ
を
園
孵
的
な

広
い
視
野
か
ら
研
究
す
る
必
要
性
ば
一
層
そ
の

雪
哭
度
を
高
め
て
き
て
い
る
。
ま
戻
抵
界
各
地

の
研
究
者
に
対
す
る
日
本
文
化
研
究
に
関
す
る
情

報
の
提
供
等
も
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ら
、
主
と
し

て
僭
々
の
研
究
者
の
醇
意
と
努
力
と
に
よ
っ
て
断

片
的
に
行
わ
れ
る
に
と
と
ま
り
f
体
系
的
か
つ
組

識
的
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
要
請
に
十
全
に
応
ふ
ぺ
日
本
文
化
の

国
際
的
廻
解
を
慄
め
る
た
め
に
は
、
日
本
文
化
の

研
究
と
、
そ
れ
に
関
す
る
情
報
の
提
供
等
の
研
究

協
力
活
動
を
目
的
と
す
る
相
当
の
規
模
の
恒
久
的

組
織
を
創
設
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
こ
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
f
「
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
」
（
仮
称
）
を
速
や
か
に
創
設
す
る
こ

と
が
緊
要
で
あ
る
。

合
目
的
）

抵
界
に
お
け
る
日
本
文
化
研
究
の
現
状
と
動
向

を
的
確
に
把
摺
し
つ
？
日
本
文
化
の
研
究
を
国

際
的

r

学
際
的
f
総
合
的
に
行
う
と
と
も
に
、
内

外
の
日
本
文
化
研
究
者
に
対
し
、
日
本
文
化
研
究

に
関
す
る
情
報
の
提
供
等
の
研
究
協
力
活
動
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

昭
和
六
一
年
度
予
算
に
お
い
て
は

r

国
際
日
本

文
化
研
究
セ
シ
タ
，
r
;

。
（
仮
称
）
創
設
準
備
賛
が
計

上
さ
れ
て
お
り
、
創
設
準
備
室
（
室
長
二
仰
原
猛

前
京
都
市
立
芸
術
大
学
長
）
と
と
心
に
、
創
設
準

備
委
員
会
が
設
置
さ
れ
七
ン
タ
ー
の
創
設
に
向
げ

て
r

今
後

r

組
織
合
運
営
等
具
体
的
｛
盆
恢
討
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

報
告
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
セ
ン
、
ヌ
ー
設
立
の
必
要
性
）

我
が
国
の
国
際
的
地
位
の
向
上
に
伴
っ
て
f
日

太
に
対
す
る
世
界
各
国
か
ら
の
関
心
は
著
し
く
高

ま
り

r

海
外
に
お
け
る
日
本
研
究
者
の
数
も
急
速

に
増
大
し
つ
つ
あ
る
。
近
年
の
こ
う
し
た
状
況
の

変
化
に
応
か
か
わ
ら

A

叉

我

が

同
C

対
応
ば
遅
れ

て
お
り
、
そ
れ
ば
特
に
文
化
の
領
域
に
お
い
て
著

し
い
。
海
外
諸
国
に
は
日
本
に
関
す
る
古
い
固
定

観
念
か
な
お
残
さ
れ
て
お
り
＿
，
加
え
て
多
く
の
新

し
い
誤
解
も
生
し
、
こ
れ
を
放
置
す
る
こ
と
が
国

際
的
な
摩
擦
や
緊
張
を
生
む
ひ
と
つ
の
原
因
と
な

っ
て
い
る
。
日
本
が
笹
界
の
国
、
下
（
と
平
和
的
に
共

存
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
f
こ
う
し
た
摩

養
や
緊
張
は
一
詞
も
早
｀
く
腔
去
さ
訊
な
げ
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は

P・

日
本
は
ナ
ベ
て
を
吸

収
す
る
の
入
で

r

自
ら
の
姿
を
顕
わ
そ
う
と
し
な

（
特
色
）

①
内
外
の
研
究
者
よ
皮
閲
閏
の
研
究
交
流
の

七
，
／
タ
ー
的
役
割
を
果
た
ず
。

②
国
際
的
な
観
点
か
ら
研
究
評
題
を
設
定

し
、
外
国
人
研
究
者
の
参
佃
も
得
て
i
.
。
フ
ロ
ジ

ぎ
ク
ト
方
式
に
よ
る
阻
際
的
、
学
際
的
な
研
究

を
行
う
。

③
研
究
部
門
甜
を
と
ら
す

r

客
員
研
究
員
を

活
用
し
た
共
同
研
究
を
主
体
と
す
る
。

④
セ
ン
玄
ー
の
研
究
者
か
世
界
を
一

0
の
地

域
別
に
分
担
し
て

r

世
界
各
地
の
日
本
文
化
研

究
者
に
対
し
、
研
究
企
画
へ
の
協
力
、
詞
査
活

動
の
支
援

r

適
切
な
研
究
情
報
の
提
供
な
ど
の

研
究
協
力
活
動
を
行
う
。

⑤
内
外
の
研
究
者
。
機
関
に
対
す
る
情
報
・

資
料
等
の
提
供
を
行
う
。

⑥
他
の
日
本
文
化
研
究
概
関
等
と
積
極
的
に

協
力
関
係
を
応
つ
。

⑦
大
学
院
生
（
外
国
人
留
学
生
空
含
む
）
を

受
入
れ
て

r

研
究
指
這
を
行
う
。

（
設
置
形
態
）

独
立
し
た
国
立
大
学
共
同
利
用
横
閃
と
す
る
。

（
同
七
ン
ヌ
ー
で
の
研
究
対
象
の
例
示
）

①
基
層
。
伝
統
文
化
か
ら
現
代
皇
化
ま
で

r
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一
福
岡
県
教
揺
員
組
合
（
以
下
「
福
孜
組
」
と
い

i
う
。
）
は
f
昭
和
三
一
＿
一
年
の
い
わ
ゆ
る
勁
評
反
対

{
 ~

一
斉
休
暇
闘
争
以
愕
数
多
く
の
争
議
行
為
を
行

一
い
、
懲
戒
処
分
を
受
け
た
多
数
の
組
合
員
を
か
か

一
え
て
お
り
、
そ
の
処
分
対
策
の
有
力
な
手
段
の
一

i
つ
と
し
て
昭
和
四
一
一
一
年
頃
か
ら
f
校
長
市
町
村

~
教
育
委
員
会
に
対
し
て
報
告
や
処
分
内
申
を
さ
せ

l

な
い
闘
争
を
行
っ
て
い
た
。

i
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
望
昭
和
四
七
年
及
び

~
四
八
年
に
福
教
組
が
実
旋
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
の
参

一
加
者
に
対
す
る
懲
戒
姻
分
を
行
う
ュ
仔
咬
幅
岡
原

一
教
育
委
員
会
か

r

地
教
行
法
第
三
八
条
第
一
項
に

~
基
づ
い
て
県
下
の
各
市
町
村
教
育
委
員
会
に
対

~
し
f
統
一
的
な
処
分
の
方
針
。
基
準
を
内
翠
し
て

ー
内
申
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
三
市
―
町
一
組
合
の
教

i
育
委
員
会
は
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
度

~
重
な
る
督
促
を
し
て
最
大
限
の
努
力
を
し
た
に
も

ど
か
か
わ
ら
ず
、
内
申
し
た
と
き
に
予
想
さ
れ
ろ
敬

ま
育
現
場
の
混
乱
等
を
恐
れ
て
内
申
を
し
な
か
っ

の

ミ

省

f

B

そ
こ
で
『
，
福
岡
県
教
育
委
員
会
は
~
前
出
の
文

立
口文

部
省
初
等
中
等
教
育
局
長
遥
知
を
根
拠
応
内
申

事
件
の
概
要

日
本
文
化
の
変
容
に
つ
い
て
研
究

②
日
本
文
化
と
社
会
〈
政
治
f
認
謬
只
技
術

た
と
）

r

人
間
（
心
理
、
思
想
f
行
動
な
ど
）
、

自
然
環
境
な
ど
と
の
関
連
に
つ
い
て
研
究

③

生

活

様

式
r

社
会
の
諸
刹
度

r

宗
教
等
に

つ
い
て
国
際
比
較
研
究

④
日
な
文
化
と
異
文
化
問
⑦
交
流
・
摩
控
．

変
容
等
の
相
互
関
伝
に
つ
い
て
研
究

⑤
諸
外
国
に
お
け
る
日
本
研
究
、
日
本
認
揺

（
日
本
慮
日
本
観
な
ど
）
に
つ
い
て
研
究

r

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が

r

こ
れ
ら
の
研
充
の
枠

祖
み
に
差
づ
い
て
研
究
プ
ロ
ン
ェ
ク
ト
を
発
足

さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
外
国
定
合
め
広
い
面

囲
か
ら
研
究
評
国
の
提
桑
な
受
げ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
て
い
る
。

①
所
長
の
も
と
に
、
・
研
完
汀
叫
愴
娯
管
涅
旭

部
名
管
理
部
を
置
＇

v．o

②
汀
謡
員
会
享
聰
運
営
以
譲
員
会
議
の
ほ
か

に
f
研
完
活
動
及
び
研
完
褐
力
活
砂
に
つ
い
て

外
国
の
研
究
者
，
応
ら
約
言
を
得
る
た
ら
、
国
麟

研
究
委
員
会
を
置
く
。

こ
旋
設
）

研
究
関
係
旋
設
（
研
完
室

r

共
同
研
究
員
室

去
る
一
二
月
二
＝
言
只
叢
高
鼓
料
所
第
一
小
芸
廷

に
お
い
て
、
し
わ
ゆ
る
福
岡
県
「
内
申
裁
判
」
の

上
告
寡
料
決
が
下
さ
れ
冗
。

地
方
教
育
行
政
の
組
絨
及
ひ
連
営
に
関
す
る
注

箆
＇
（
以
下
一
地
教
行
法
」
と
い
り
。
）
第
三
八
条
第

`

丘
r

「
都
道
阿
県
教
育
委
員
会
ば
市
町
村

救
齊
委
届
会
の
内
申
を
ま
ニ
ミ
県
費
負
担
教
臓

員
の
任
免
そ
の
他
の
進
展
を
行
う
も
の
と
す
る
。
」

と
規
定
し
て
お
り
、
．． 
i
巾
町
村
教
育
委
員
会
の
内
申

が
な
い
限
l
l
.
f
都
道
府
県
教
育
委
員
会
は
任
命
権

の
な
い
ま
ま
、
昭
和
五

0
年
二
月
万
日

r

三
市
一

町
一
組
合
の
ス
，
｛
，
i
-
：
，
ィ
キ
参
加
者
に
対
ず
る
懲
戒

処
分
を
行
っ
た
。

こ
の
懲
咬
処
分
に
対
し
f
被
処
分
者
の
一
部
が

応
申
な
し
の
処
分
は
違
法
で
あ
る
と
し
て
処
分
の

哀
栴
を
求
め
て
訴
を
堤
起
し
た
の
が
本
件
訴
訟
て

あ
る
。第

一
審
の
福
岡
地
裁
は
f
昭
和
万
二
年
ロ
一
月

二
七
旦
都
道
府
県
教
委
が
県
費
負
担
教
職
員
に

対
し
て
任
命
憧
を
行
使
す
る
に
い
『
原
則
と
し
て

市
町
村
敦
育
委
員
会
（
以
下
ー
地
敦
委
」
と
い

ら
）
に
よ
る
内
申
が
必
要
で
あ
り
地
教
委
か
肉

申
す
る
か
否
か
は
そ
の
狡
目
の
授
量
に
委
ね
ら
れ

て
お
り
、
都
道
府
県
教
委
が
内
申
す
べ
き
湯
合
と

判
断
し
た
と
し
て
応
直
ち
に
地
教
委
に
内
申
義
務

が
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
福
岡
県
教
育

委
員
会
の
行
っ
た
懲
戒
処
分
を
取
り
消
す
判
決
を

下
し
た
。

こ
れ
に
対
し

r

控
訴
審
の
福
岡
高
喘
芯
天
昭
冗

五
六
年
一
一
月
二
七
旦
文
部
省
通
知
の
趣
旨
に

沿
っ
て
，
福
岡
県
敦
育
委
員
会
の
主
張
を
全
面
的

に
認
め

r

第
一
審
判
決
を
取
り
消
し
た
。

ぐ
向
の
最
高
戟
判
決
ば
上
告
を
棄
却
し
r

控

訴
審
判
決
を
縮
持
し
た
も
の
で
あ
る

C

は
じ
め
に

犀
岡

一甲
裁
判
」

等
）
、
研
完
協
力
関
係
施
設
（
譜
堂
、
オ
リ
ニ
ソ

テ
ー
シ

-
1
-

／
こ
室
等
）

r

管
理
関
係
旋
殷
孟
寧
嘉
竺
至
、

会
璧
室
等
y
情
報
管
理
閃
伍
施
設
(
-
電
算
機
室
、

研
究
情
薇
乾
珪
室
y
宿
舎
（
共
同
研
究
員
宿
泊

を
行
使
で
き
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
本
判
決

ば
、
「
都
這
阿
凧
教
育
委
員
会
は
、
市
町
村
教
育

委
員
会
に
対
し
内
申
を
求
め
て
最
大
限
の
努
力
を

払
っ
た
に
記
か
か
わ
ら
ず
f
市
町
村
教
育
委
員
会

が
内
申
を
し
ば
い
と
い
う
よ
う
な
異
常
な
楊
合
に

`
、
市
町
村
教
育
委
員
会
の
内
申
が
な
｀
く
て
も
任

命
輩
を
行
使
す
る
こ
と
か
で
き
る
」
と
す
る
沼
和

四
冗
年
一

0
月
四
日
杓
け
文
部
省
初
等
中
等
教
育

局
長
通
知
（
別
添
）
の
正
当
性
を
認
め
た
点
で
f

今
佼
の
教
育
委
員
会
の
人
事
行
政
上
桓
め
て
重
要

な
意
義
を
有
す
る
慮
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
そ
の
梱
要
を
崖
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

地
教
行
法
は

r

県
費
負
担
教
職
員
の
任
命
楡
は

都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
怠
の
と
し
つ
つ

も
（
第
三
七
条
第
一
項
『
そ
の
身
分
を
市
町
村
の

職
員
と
し

r

市
町
村
炭
育
委
員
会
に
服
移
監
督
権

を
委
ね
る
と
と
も
に
（
第
四
三
条
第
i
項
y
市

町
村
教
育
委
員
会
の
意
見
を
都
道
府
県
教
育
委
員

会
の
任
命
櫂
行
使
に
反
映
さ
せ
る
た
め
内
申
詞
度

を
設
け
て
い
る
（
第
一
一
冗
条
第
一
項
）
。

こ
れ
は
、
任
命
権
が
市
町
村
教
育
委
員
会
に
属

し
て
い
た
旧
教
育
委
員
会
法
の
下
で
に

r

敦
聰
員

の
人
事
か
円
滑
に
行
わ
れ
な
い
と
い
う
弊
害
を
生

じ
た
経
験
に
鑑
み
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
趣
旨
ば
最
高
裁
判
決
が
判
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
「
犀
費
負
担
教
職
員
に
つ
い
て
、
県
教
委

に
そ
の
任
命
権
を
行
使
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
都
道

府
県
単
位
虹
お
け
る
人
事
の
適
正
配
置
と
人
事
交

流
の
円
滑
化
等
を
図
る
一
方
、
こ
れ
ら
の
教
瞼
員

ば
市
町
村
が
設
置
す
る
学
校
に
勤
務
し
市
町
村

教
委
の
監
督
の
下
に
そ
の
勤
務
に
服
す
る
者
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
教
委
が
そ
の
任
命
権
を

行
使
す
る
に
あ
た
っ
て
は
f
服
務
壁
督
者
で
あ
る

市
町
村
教
委
の
意
見
を
こ
れ
に
反
映
さ
碕
J
る
こ
と

最
高
裁

内
申
制
度
の
趣
旨

デ

ー

~
ヽ＂＞ 

い
て

学
術
国
際
局
研
究
機
関
課
）

外
国
人
研
究
員
宿
泊
施
設
）
な
ど
を
翌
罰

す
る
。
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解

説

情
報
化
と
初
等
中
等
穀
育

高
等
敦
育
に
お
け
る
情
報
処
理
敦
育
の
現
択
と
課
題

ヘ

高

等

教

育

局

技

術

教

育

課

情

報

化

と

礼

会

教

育

礼

会

敦

育

局

学

翌

情

紺

課

ー

9
,

セ

ン

心

／

l

情

親

関

係

学

部

の

九

州

土

茉

大

学

情

詞

工

学

部

専
修
学
校
に
お
け
る
情
報
閣
理
敦
育日

本
工
学
院
専
門
学
控

し
た
情
報
処
理
蒻
育

敦
員
e

一
可
き
応
]
-
i
苫
t
]
か
也
白
氾

哀
：
一
り
出
痛
腎
ぃ
．
一

豊

平

館
北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
四
丁
目

中
島
公
園
内

北
涜
道
は
明
ぼ
政
府
か
開
発
に
最
も
意
を
注
い
た
地
域
の
一
っ
て
開
拓
使

か
お
ガ
れ
諸
施
設
か
整
え
ら
れ
た

C

豊
平
館
は
開
拓
使
官
営
の
ホ
テ
几
と
し
て

現
在
の
中
央
区
大
通
西
一
丁
目
に
建
殷
さ
れ
た
も
の
て
、
設
計
は
開
拓
使
工
業

局
賞
繕
課
師
用
国
安
達
喜
幸
、
請
負
は
大
岡
助
石
術
門
て
咀
冶
＿
二
年
(
-
八

七
九
）

l

月
着
工
翌
一
三
年
―
一
月
本
館
が
落
成
、
一
四
年
八
月
に
は
付
属

棟
や
外
構
工
事
の
一
切
か
完
成
し
た
。

豊
平
館
は
竣
工
後
、
明
治
天
皇
の
北
海
這
行
季
の
際
行
在
所
と
し
て
関
館
、

そ
の
後
は
宮
内
省
の
所
管
と
し
て
皇
族
方
の
接
待
所
に
充
て
ら
れ
た
。
大
正
一

一
年
札
幌
市
に
下
賜
、
公
会
棠
と
し
て
活
用
さ
れ
た
か
、
昭
和
―
二

1

一
年
現
在
地

に
移
築
さ
れ
た
。

木
造
二
階
建
の
洋
風
建
築
て
、
正
面
中
央
に
コ
リ
ン
ト
式
オ
ー
ク
ー
の
柱
を

吹
寄
せ
に
立
て
て
半
円
形
の
車
寄
せ
と
し
、
上
は
手
摺
付
の
バ
ル
コ
ニ
ー
と
す

る
。
バ
ル
コ
ニ
ー
i
上
部
は
円
弧
状
の
ペ
ジ
メ
ン
ト
を
両
翼
は
切
要
ペ
ジ
メ

ン
ト
を
設
け
、
頂
部
に
開
拓
使
の
徽
章
の
星
を
飾

5

，
竺
外
観
は
基
礎
腰
石
積
、

下
見
板
壁
、
二
階
床
高
に
胴
蛇
腹
を
廻
し
ペ
ン
A

ざ
塗
、
当
初
は
屋
根
か
柾
葺
て

あ
っ
た
。

内
部
は
中
央
に
玄
関
ホ
ー
ル
を
と
り
、
左
手
を
広
闇
や
食
堂
と
し
、
右
手
は

中
廊
下
を
は
さ
ん
て
客
室
を
一
階
に
四
｛
至
二
階
六
室
の
計
一

0
皇
配
す
。
容

室
は
居
間
と
寝
室
各
一
室
が
組
合
う
。

こ
の
建
物
は
防
寒
に
は
特
に
注
意
か
払
わ
九
、
外
壁
は
二
重
の
板
張
り
で
室

内
側
の
木
摺
内
に
は
土
壁
を
入
れ
る
な
ど
北
海
道
な
ら
て
は
の
独
特
な
工
夫
か

見
ら
れ
る
。

北
海
道
の
明
冶
建
築
に
は
ア
メ
リ
カ
系
建
築
様
式
の
影
響
か
強
く
見
ら
れ
る

が
、
豊
平
館
は
開
拓
使
の
手
に
な
る
本
格
的
洋
風
建
築
の
好
例
で
あ
る
。

企
翌
策
課
）

-
>
資
洞
小
国
の
我
が
国
は
、
今
閂
国
民
総

竿
産
で
全
世
界
の
一
割
に
達
す
る
ま
で
に

S

物
質
的
に
翌
か
な
国
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

繁
栄
ほ
J
．
我
が
国
敦
育
の
普
及
充
実
が
あ
っ

て
は
じ
め
て
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
も

の
で
あ
り
p
諸
外
国
か
ら
応
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
我
が
国
民
族

の
将
来
を
教
育
に
賠
け
，
‘
心
血
を
注
い
て
き

た
先
人
の
努
力
の
偉
大
さ
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
我
が
国
は
一
貫
し

て
、
国
政
の
基
本
を
敦
育
に
求
め
て
き
た
わ

す
で
す
e

.

~· 
-
¥
"
そ
こ
で
、
今
月
号
に
お
い
て
は
、
諸
外
固

の
敦
育
改
革
の
動
向
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し

た
。
諸
外
国
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
f
国

民
の
要
諸
に
こ
た
え
て
教
育
改
革
が
進
め
ら

れ
て
ぎ
て
お
り
ま
可
教
育
の
制
度
上
の
改

革
か
ら
内
容
の
改
革
に
移
行
し
て
い
る
国

改
華
が
恒
営
化
し
て
い
る
戸
等

r

，
，
て
の
状
況

は
歴
史
、
文
化

r

社
会
状
況
等
の
要
丙
に
よ

り
様
々
で
す
。
そ
の
よ
う
な
諾
外
国
の
敦
育

事
情
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
教

育
改
革
を
考
え
る
上
か
ら
怠
有
意
義
な
こ
と

だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

▽
今
同
の
特
集
が
、
こ
の
よ
う
な
意
味
か

ら
、
賄
外
国
の
教
育
改
革
に
つ
い
て
お
考
え

い
た
だ
く
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で

す。
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